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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 54,136 5.6 4,068 10.9 4,352 11.8 3,162 13.9

2025年12月期第３四半期 51,247 3.3 3,670 16.2 3,893 15.7 2,776 19.0

（注）包括利益 2026年12月期第３四半期 5,149百万円（62.5％） 2025年12月期第３四半期 3,169百万円（△20.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第３四半期 70.73 －

2025年12月期第３四半期 60.59 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 88,732 63,716 71.8

2025年12月期 85,030 61,906 72.8

（参考）自己資本 2026年12月期第３四半期 63,697百万円 2025年12月期 61,888百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 20.00 － 21.00 41.00

2026年12月期 － 21.00 －

2026年12月期（予想） 21.00 42.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 72,500 3.9 5,150 8.1 5,300 4.3 3,700 12.6 81.10

１．2026年12月期第３四半期の連結業績（2026年１月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．2026年12月期 第２四半期末配当金の内訳　　普通配当16円　特別配当５円
2026年12月期（予想） 期末配当金の内訳　　普通配当16円　特別配当５円

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期３Ｑ 47,290,632株 2025年12月期 47,290,632株

②  期末自己株式数 2026年12月期３Ｑ 3,170,391株 2025年12月期 1,669,214株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期３Ｑ 44,704,181株 2025年12月期３Ｑ 45,822,199株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料８ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には、「株式付与ＥＳＯＰ信託口」が保有する当社株式（2026年12月期３Ｑ　245,503株、2025年12月期　252,802

株）が含まれております。また、「株式付与ＥＳＯＰ信託口」が保有する当社株式を、期中平均株式数（四半期累計）の計算にお

いて控除する自己株式に含めております（2026年12月期３Ｑ　249,335株、2025年12月期３Ｑ　264,722株）。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間（2026年１月１日～2026年９月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善

を背景に、個人消費に持ち直しの動きが見られるほか、設備投資も持ち直すなど、全体として緩やかな回復基調で

推移しました。一方で、物価上昇の継続、原材料・エネルギー価格の動向、米国の通商政策の動向に加え、中東情

勢、自然災害の発生、金融資本市場の変動等の影響により、先行きは依然として不透明な状況が続きました。

当社グループの主な需要先であります建設業界におきましては、公共投資は堅調に推移し、民間設備投資も持ち

直しの動きがあるものの、慢性的な建設労働者不足を背景とした工事進捗の遅れにより、鉄筋コンクリート造など

の着工床面積に停滞がみられたほか、労務費の高騰や鋼材価格の高止まり等が継続し、依然として厳しい環境で推

移いたしました。

このような経営環境のなか 、当社グループは 、最終年度 を迎えた中期経営計画 「OX-2026（okabe 

Transformation 2026）」において、カスタマー・セントリック（顧客が抱える課題を最優先で解決するための体

制整備と取組みの実施）、人的資本経営の実践と経営基盤の強化、DXのさらなる推進の３つを事業戦略の骨子とし

て掲げ、会社の持続的発展と企業価値の向上に向け、計画の総仕上げに取り組んでまいりました。

当社グループの事業別の業績は、以下のとおりであります。

①　建設関連製品事業

仮設・型枠製品は、既存顧客との取引深耕及び新規顧客の獲得に注力したものの、需要の減少を補いきれ

ず、売上高は前年同期と比べ低調に推移いたしました。

土木製商品は、政府が進める国土強靭化政策を背景とした土砂災害防止関連製品の需要取込みに注力した結

果、売上高は底堅く推移し、前年同期並みとなりました。

構造機材製商品は、当社の主力である柱脚製品において、継続して大規模物件向けを中心に改良版セレクト

ベースの販売が好調に推移しているものの、中小型物件数の減少により主力のベースパックの販売が伸び悩ん

だ結果、売上高は前年同期と比べ減少いたしました。

建材商品は、一部資材において中東情勢の影響を受け供給制限や遅れが引き続き発生しましたが、供給責任

を果たすべく、特約店との強固な連携のもと商品の安定供給に努めた結果、売上高は前年同期と比べ増加いた

しました。

建材製商品（海外）は、米国において、インフラ投資雇用法の期限を控え、底堅い建設需要を幅広く着実に

取り込んだ結果、売上高は前年同期と比べ好調に推移いたしました。

これらの結果、売上高は498億３千１百万円（前年同期比7.2％増）となり、利益面におきましては、米国連

結子会社における関税還付金の受領の影響もあり、営業利益は37億２百万円（前年同期比22.7％増）となりま

した。

②　その他の事業

産業機械製品は、大型案件の期ずれの影響や、前年同期における特注品等の高付加価値製品の反動減などに

より、売上高は前年同期と比べ減少いたしました。

海洋資材製品は、大型浮魚礁製品の設置工事の受注等に取り組んだものの、前年同期における大型案件の反

動減があり、売上高は前年同期と比べ減少いたしました。

自動車関連製品は、主要顧客からの需要取込みなどにより、売上高は前年同期と比べ増加いたしました。

これらの結果、売上高は43億５百万円（前年同期比9.8％減）、利益面におきましては、減収による影響に

加え、前年同期における高付加価値製品や大型案件の反動などから、営業利益は３億６千５百万円（前年同期

比43.9％減）となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高が541億３千６百万円（前年同期比5.6％

増）となりました。利益面におきましては、前記の関税還付金等による押し上げ効果もあり、営業利益は40億６千

８百万円（前年同期比10.9％増）、経常利益は43億５千２百万円（前年同期比11.8％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は31億６千２百万円（前年同期比13.9％増）となりました。
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(参考)連結事業別・製品別売上高

前第３四半期連結累計期間
自　2025年１月１日
至　2025年９月30日

当第３四半期連結累計期間
自　2026年１月１日
至　2026年９月30日

増減率

金額 構成比 金額 構成比

建設関連

製品事業

％ ％ ％

仮設・型枠製品 4,854 9.5 4,508 8.3 △7.1

土木製商品 5,326 10.4 5,415 10.0 1.7

構造機材製商品 15,562 30.4 15,040 27.8 △3.4

建材商品 7,657 14.9 7,921 14.6 3.4

国内計 33,401 65.2 32,887 60.7 △1.5

建材製商品 13,071 25.5 16,943 31.3 29.6

海外計 13,071 25.5 16,943 31.3 29.6

当事業計 46,473 90.7 49,831 92.0 7.2

その他の事業（注） 4,773 9.3 4,305 8.0 △9.8

合　計 51,247 100.0 54,136 100.0 5.6

（２）当四半期の財政状態の概況

①　資産

流動資産は主に商品及び製品の増加により前連結会計年度末に比べ21億１千５百万円増加し、488億９千２百

万円となりました。

固定資産は主に無形固定資産のその他（ソフトウエア仮勘定）の増加により前連結会計年度末に比べ15億８千

９百万円増加し、398億２千８百万円となりました。

以上の結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ37億１百万円増加し、887億３千２百万円となりました。

②　負債

流動負債は主に未払法人税等の増加により前連結会計年度末に比べ18億８千３百万円増加し、166億３千１百

万円となりました。

固定負債は主にその他（リース債務）の増加により前連結会計年度末に比べ８百万円増加し、83億８千４百万

円となりました。

以上の結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ18億９千２百万円増加し、250億１千６百万円となりまし

た。

③　純資産

純資産合計は前連結会計年度末に比べ18億９百万円増加し、637億１千６百万円となりました。また、自己資

本比率は前連結会計年度末に比べ1.0ポイント減少し、71.8％となりました。

(単位：百万円未満切捨表示)

（注）　その他の事業は、当社のコア事業である建設関連製品事業に属さない事業であり、産業機械製品の製造販売業

　　　務、海洋資材製品の製造販売業務、自動車向けボルト・ナット類の販売業務を行っております。

　　　　なお、PT. Okabe Hardware Indonesiaはテナント賃貸業務を行っておりましたが、2025年12月21日の店舗閉鎖

に伴い、テナント賃貸事業の廃止を決定し、当該事業の整理を進めております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年12月期の通期の連結業績予想につきましては、2026年２月13日に発表いたしました業績予想の数値に変更

はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,021 8,564

受取手形、売掛金及び契約資産 13,520 13,619

電子記録債権 6,872 6,493

商品及び製品 11,387 12,976

仕掛品 1,423 1,897

原材料及び貯蔵品 3,367 3,772

その他 1,214 1,594

貸倒引当金 △31 △26

流動資産合計 46,777 48,892

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,042 14,190

機械装置及び運搬具（純額） 1,952 2,080

土地 5,287 5,356

その他（純額） 1,091 1,570

有形固定資産合計 22,373 23,198

無形固定資産

のれん 1,379 1,251

その他 1,332 1,999

無形固定資産合計 2,712 3,250

投資その他の資産

投資有価証券 9,834 10,158

その他 3,442 3,350

貸倒引当金 △125 △130

投資その他の資産合計 13,151 13,378

固定資産合計 38,238 39,828

繰延資産

社債発行費 15 12

繰延資産合計 15 12

資産合計 85,030 88,732

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,856 4,782

電子記録債務 6,212 5,425

短期借入金 1,124 1,419

未払法人税等 151 1,099

賞与引当金 － 384

その他 3,401 3,519

流動負債合計 14,747 16,631

固定負債

社債 1,750 1,750

長期借入金 3,352 3,028

株式給付引当金 205 225

退職給付に係る負債 1,615 1,619

資産除去債務 53 53

その他 1,400 1,707

固定負債合計 8,376 8,384

負債合計 23,124 25,016

純資産の部

株主資本

資本金 6,911 6,911

資本剰余金 5,983 5,990

利益剰余金 42,382 43,649

自己株式 △1,271 △2,723

株主資本合計 54,006 53,828

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,772 4,006

為替換算調整勘定 3,937 5,698

退職給付に係る調整累計額 173 164

その他の包括利益累計額合計 7,882 9,869

非支配株主持分 18 18

純資産合計 61,906 63,716

負債純資産合計 85,030 88,732
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2026年１月１日

　至　2026年９月30日)

売上高 51,247 54,136

売上原価 35,071 36,733

売上総利益 16,175 17,402

販売費及び一般管理費 12,505 13,334

営業利益 3,670 4,068

営業外収益

受取利息 39 61

受取配当金 144 206

スクラップ売却収入 63 105

その他 159 66

営業外収益合計 407 440

営業外費用

支払利息 70 62

投資事業組合運用損 51 42

その他 62 51

営業外費用合計 184 156

経常利益 3,893 4,352

特別利益

固定資産売却益 30 4

投資有価証券売却益 270 292

その他 0 －

特別利益合計 302 297

特別損失

固定資産処分損 87 9

店舗閉鎖損失 － 5

その他 40 －

特別損失合計 127 14

税金等調整前四半期純利益 4,067 4,634

法人税等 1,291 1,472

四半期純利益 2,776 3,162

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,776 3,162

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2026年１月１日

　至　2026年９月30日)

四半期純利益 2,776 3,162

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 380 234

為替換算調整勘定 2 1,761

退職給付に係る調整額 9 △8

その他の包括利益合計 392 1,987

四半期包括利益 3,169 5,149

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,170 5,148

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 0

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の取得及び処分）

当社は、2026年２月13日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,559,100株の取得を行いました。また、2026

年３月27日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として自己株式50,650株の処分を行いました。この

結果、単元未満株式の買取りによる取得も含め、当第３四半期連結累計期間において自己株式が1,451百万円増加

し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が2,723百万円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、当社及び当社グループ会社従業員の労働意欲の向上や従業員の経営参画意識を促し、かつ従業員の福利

厚生制度の拡充を目的とし、自社の株式を従業員に交付する制度である信託型の従業員インセンティブプラン「株

式付与ＥＳＯＰ信託」の導入をしております。

①　取引の概要

本制度では、株式付与ＥＳＯＰ（Employee Stock Ownership Plan）信託（以下「ＥＳＯＰ信託」とい

う。）と称される仕組みを採用します。ＥＳＯＰ信託とは、米国のＥＳＯＰ制度を参考にした従業員インセン

ティブプランであり、ＥＳＯＰ信託が取得した株式を、予め定める株式交付規程に基づき、一定の要件を満た

した従業員に対し交付するものであります。

本制度に係る会計処理については「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第30号　2015年３月26日）を適用しております。

②　信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額は、前連結会計年度212百万円、当第３四半期連結会計

期間206百万円であり、期末株式数は、前連結会計年度252,802株、当第３四半期連結会計期間245,503株であ

ります。

前第３四半期連結累計期間
（自  2025年１月１日

至  2025年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2026年１月１日

至  2026年９月30日）

減価償却費 1,311百万円 1,342百万円

のれんの償却額 128　〃 128　〃

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

   　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループは、建設関連製品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象の注記）

　　　該当事項はありません。
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